
平成２８年度 学校関係者評価まとめ

実施日 平成２８年１２月２日（金）

学校関係者評価委員8名 鈴木紀久子 大塚のり子 木村好子

金子洋子 塩入英樹 木村 浩
持田金吾 金子記子

４：達成度が高い ３：おおむね達成されている ２：あまり達成されていない １：ほとんど達成されていない

評価 № 質 問 項 目 平均 自己評価についての説明 評価 理由・意見

項目 と学校の考え

１ 学校は、学校教育目標（可能性に生きる） 昨年度 ◇教職員はそれぞれの立場で学 ・各種行事において一体感

学 達成に向け、ＰＤＣＡのもと組織的に取 3.50 校教育目標を念頭に置いて指導 のある運営を行っている。

り組んでいる。 今年度 している。 ・先生方の連携がとれてい

校 3.45 ◆全職員の意識をさらに高めてい る様子が良くわかる。

きたい。 過 年 ・学校全体がきれいに清掃

組 ２ 教職員は、協働して学年・学級経営を進 昨年度 ◇時間や労力を惜しまず、学年学 度 されていて、気持ちよかっ

め、生徒の望ましい集団づくりに努めて 3.78 級経営・行事・部活動に取り組ん 3.89 た。

織 いる。 今年度 でいる。 4.00 ・学校を訪問する度に、先

3.62 ◆教職員の入れ替わりに応じた 生方と生徒が和やかに意思

運 連携や共通理解が求められる。 今 年 疎通が図られている様子

３ 学校は、個人情報の管理や事故発生時の 昨年度 ◇危機管理の喚起がされ、意識 度 が、最近特に感じられる。

営 対応など、危機管理体制を整えて取り組 3.65 が一層高まった。。 3.86 ・生徒の表情や態度が自然

んでいる。 今年度 ◆教員の意識に差があるように思 であり、先生方のまなざし

昨年度 3.51 われる。個人情報の管理にはより が優しく感じられます。

3.54 留意すべきである。 ・先生方も日々忙しい中努

今年度 ４ 学校は、清掃や掲示活動などを中心に、 昨年度 ◇清掃、掲示、壁のペンキ塗りな 力されている。

3 . 4 4 組織的に環境美化に努めている。 3.22 ど保護者、生徒の協力を得ながら ・先生は生徒を信じ、生徒

今年度 努力している。 は先生を信じて各分野での

3.16 ◆学年・学校としての清掃活動に 活躍はめざましい。

対する意識とその方法を改善し、

共通認識が必要である。

５ 学校は、授業秩序を整え、望ましい学習 昨年度 ◇各学年、一定期間の授業規律 ・学力向上の面で、教職員

態度の確立に努めている。 3.56 を再確認、タイム席・授業評価・挙 の濃淡はないか、ぜひ検証

学 今年度 手回数等への意識が高く、学習態 していただきたい。

3.55 度で成果が見られる。 ・授業参観が出来て、生徒

習 ◆授業規律にバラツキがある。。 過 年 さんの態度が良かったので

６ 教員は、生徒の実態に基づき、わかる授 昨年度 ◇全教科が授業研究を実施、指 度 うれしかった。

指 業の改善に努めている。 3.37 導力の改善に努めている。 3.62 ・教室の中、廊下の掲示物

今年度 ◆学校研修課題「学力向上」に向 3.89 がとても良くできていた。

導 3.36 け、さらなる研修を充実していく。 ・クラス内で学力差が大き

７ 学校は、少人数指導や学習相談などをと 昨年度 ◇基礎基本の習得を図り、確かな 今 年 いと言うことを、公立高校

昨年度 おして基礎基本の習得を図り、確かな学 3.39 学力の定着に努めている。 度 の教員から聞いたことがあ

3.44 力の定着に努めている。 今年度 ◆学力格差の改善のための研修 3.54 る。

今 年 度 3.52 を工夫し、個々の指導をさらに充 ・時間が限られている中、

3 . 5 0 実していく。 少人数指導は大変かと思う

８ 学校は、家庭学習の充実のために取り組 昨年度 ◇家庭学習推進のための手立て が、生徒の学習意欲が高め

んでいる。 3.44 が工夫されている。さらに、取組の られるような指導を望む。

今年度 差を無くしていく。 ・授業中、先生の話に集中

3.56 ◆学校・家庭の連携強化、家庭訪 し、発言者が多い。私語も

問や学年保護者会等を活用し、協 なく熱心に取り組んでい

力体制の充実を図る。 る。



９ 学校は、人権教育や道徳教育などをとお 昨年度 ◇道徳授業、ふれあい講演会、人 ・いじめ等の発生時の対応

豊 して豊かな心を育てるよう努めている。 3.17 権作文、ボランティア活動等をとお をしっかり行っている印象

か 今年度 して、実践している。 がある。

な 3.16 ◆道徳の授業が豊かな心を育む ・いつも立派な成績をおさ

心 要の時間となるよう、さらなる研修 過 年 め、生徒たちが自信を持っ

と の改善が必要である。 度 ている様子が、合唱祭やそ

態 10 学校は、生徒の自主的な活動を積極的に 昨年度 ◇教員、生徒、保護者とも学校行 3.68 の他の行事の取組の中に感

度 取り入れた学校行事の充実に努めてい 3.72 事への評価は高く、生徒の達成感 3.89 じられる。

の る。 今年度 がよい伝統になってきている。ま ・近年、SNS を通したいじ
育 3.65 た、生徒主体となるような取り組み 今 年 めなどをよく耳にする。親

成 を常に工夫されている。 度 や教員の目に届かない所で

昨年度 11 生徒は、あいさつや時間を守ることがで 昨年度 ◇心のこもった挨拶など、日常の 3.71 のいじめなので、今後も特

3.29 きる。 3.13 生活に浸透している。 に注意が必要かと思われ

今年度 今年度 ◆下校時刻など生徒自身が時間 る。

3.26 3.15 を守ろうとする指導の工夫が必要 ・ちょっとした一言が相手

である。挨拶への指導法の工夫。 の受け取り方で大きな溝を

12 生徒は、いじめや意地悪な行為をしない 昨年度 ◆SNS上の悪口やいじめのない、 作る事もあるので注意した

で、互いのよさを認め合って学校生活を 3.15 思いやり・互いに認めあえる教育 い。

送っている。 今年度 をさらに推進していく必要がある。

3.09 ◆言語環境の整備、生徒たちの

言葉遣いを指導強化していく。

13 学校は、施設・設備等の安全管理や生徒 昨年度 ◇安全教育部会中心に安心・安 ・部活動が盛んであり、評

健 へ安全教育を進め、安心・安全な学校づ 3.46 全な学校づくりに努めている。 価は高いが、登下校指導に

康 くりに努めている。 今年度 ◆施設・設備の老朽化 力を入れていただきたい。

3.27 より一層、日常の安全点検を心 ・学校の修理を、できる限

・ がける。 過 年 り、心を込めて考えていこ

安 14 学校は、部活動を奨励し、生徒の心身の 昨年度 ◇部活動に対する意識の高さが 度 うという精神が素晴らしい

全 向上に取り組んでいる。 3.83 生徒への良い成長を促し、教職員 3.80 と思う。

今年度 ・保護者・地域とも一体となり成果 4.00 ・自転車通学の生徒の安全

・ 3.69 を上げ取り組めている。 意識はとても低いと感じて

体 ◆若い指導者の研修の場を設定 今 年 いる。

力 15 学校は、健康診断・薬物乱用防止等の健 昨年度 ◇薬物乱用防止講演会や学校保 度 ・各部活動、体力測定日本

康教育を計画的に行い、生徒の健康管理 3.76 健委員会など、計画的に実践され 3.86 一等、人々に大きな感動を

昨年度 と増進に努めている。 今年度 ている。特にスクールサポーター 与えてくれる。

3.57 3.80 による情報伝達や講話は、効果的 ・卒業式、入学式の華道部

今年度 である。 の活動は、気持ちを和らげ

3.47 16 生徒は、登下校や校舎内外での安全を心 昨年度 ◇下校時、警備灯を持って職員が てくれる最高のもてなしを

がけ、事故やケガのないよう努めている。 3.24 安全指導している 感じる。

今年度 ◆一部安全意識が低く、継続的な

3.13 指導が必要である。自転車での交

通事故防止の指導強化を図る。

17 学校は学校公開や保護者会などをとお 昨年度 ◇学校行事に対する呼びかけと ・保護者・学校・地域との

保 し、学校の教育活動に理解を深めてもら 3.67 参加率の高さ、土曜日参観の導 連携が図られている。

護 えるよう取り組んでいる。 今年度 入が理解の深まりとなっている。 ・学校側から積極的な活動

者 3.69 公開する全ての行事等で、保護者 への協力が、夏まつり、酉

・ からの意見を頂いている。 過 年 の市等、地域では高く評価

地 18 学校は、ホームページ、学校・学年だよ 昨年度 ◇各行事や生徒の活動をリアルタ 度 している。

域 りなどをとおして積極的に情報を発信 3.78 イムで更新し（毎日）、積極的な情 3.96 ・定期的な春日部中便りが

と し、開かれた学校づくりに努めている。 今年度 報発信に努めている。また、すべ 4.00 楽しみである。

の 3.87 ての旅行的行事でブログ配信し、 ・時間を惜しまず、地域の

連 評価を得ている。 今 年 人たち、保護者と協力し合

携 学校は、ＰＴＡや各種団体の活動に積極 昨年度 ◇地域の行事への参加やオース 度 って生徒たちの生活安全に

19 的に協力している。 3.72 トラリア姉妹校交流会など積極的 4.00 取り組んでいる。

昨年度 今年度 な参加・協力に努めている。藤ま ・教育の原点が素晴らし

3.73 3.84 つり・小学校運動会・駅前募金活 い。

今年度 動等。

3.80 20 学校は、保護者や地域等からの各種の相 昨年度 ◇組織的な対応に心掛けている。

談・問い合わせに親身に応対している。 3.76 ◇地域からの指摘等も大切な情

今年度 報として真摯に受け止めている。

3 . 8 2

全項目平均 昨年度：3.51 今年度：3.49




